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４．研究の趣旨・概要 
地球温暖化の要因を研究する際、多次元の気候データから主要な変動を抽出

し、2次元平面へ可視化表現する手法として、EOF解析 (主成分分析)が伝統的
に用いられてきた。しかしながら、線形写像を用いた EOF解析では、第二主成
分までの寄与率は高々30％程度であり、正確に主要モードを抽出しているとは
言い難い。また、気候モデルを用いた温暖化予測実験の結果では、モデル間の

ばらつきは依然大きく、モデルの評価基準の欠如は大きな問題である。 
そこで本研究では、EOF解析に代わる可視化手法として、自己組織化マップ

を提案する。この手法は、神経細胞のモデルであるニューラルネットを用いて

非線形写像を獲得するもので、既に画像処理やゲノム解析等の幅広い分野でそ

の有用性が示されている。しかしながらこれまで、大規模な気候データへの適

用は計算コストの面から困難であった。本研究で提案する手法では、動的なニ

ューロンの生成により、従来の数万倍の高速化を実現した。本手法を用いるこ

とで、観測や気候モデルの大規模なデータから、より正確な気候変動の主要モ

ードの抽出を行う。また個々の気候モデルについて、主要モードの再現性の観

点から評価基準を与えることで、信頼性のより高いモデルを選定する。このモ

デルの温暖化予測実験の結果から、将来の温暖化の要因特定が可能である。 
これらの成果は、温暖化シナリオの見直しや改善に結びつくことが期待され、

今後の地球温暖化対策の提案に繋がるものである。また、モデルの評価基準の

制定は、将来の高解像度気候モデルの開発指針を提供する点でも、重要な貢献

をもたらすことが期待される。 
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